
厚生労働省

雇用環境・均等局長山田雅彦殿

令和5年度予算・政策に関する要望書

看護職員の平均年齢はU歳を超えて上昇を続けており、仕事と介護の両立支援二ーズが

高まりっつぁります。今後、少子化の中で看護マンパワ一を安定的に確保し、経験豊かな中高

年齢層看護職員の活躍を促進するためには、従来に増して柔軟な働き方、多様な働き方の選

択肢を広げることが不可欠です。介護のための所定労働時間短縮の措置義務化は、それぞ

れの介護事情に合わせた仕事と介護との両立支援の促進、ひいては介護雛職防止に有効で

あると期待されます。

また、新型コロナウイルス感染症への対応にあたり、看護職員をはじめとする医療従事者に

対するいわれなき差別や偏見が大きな問題となりました。かねてより患者・家族から看護職員

に対するハラスメントが深刻化し、安心して働くうえでの基盤を危うくする事態が続いています。

医療の場においては患者の人権が尊重されるとともに、看護職員をはじめとする医療従事者

の人権もまた守られねばなりません。将来にわたって安全で質の高い医療・看護の提供を可

能とするため>患者・家族によるハラスメント対策への組織的な取弊且みを進めることが喫緊の

課題となっております。

さらに、コロナ禍で看護職員の就業環境が一層過酷となり、夜勤負担が過重となっており、

夜勤に従事する看護職員の負担を軽減し健康を確保することが、就業継続のために不可欠と

なっています。看護職員等深夜業を含む交代制勤務に従事する労働者の健康確保対策を検

討し、「労働時間等設定改善指針」を見直しこれに盛り込む必要があります。

以上より、令和 5年度予算案等の編成にあたっては、特に以下の事項につきまして必要な

予算等が確保されるよう、格別のご高配を賜りますよう要望します。
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要望事項

介護のための所定労働時間短縮措置の措置義務化

顧客等による著しい迷惑行為対策の事業主への義務付け

労働時間等設定改善指針の改正
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1.介護のための所定労働時間短縮措置の措置義務化

●看護職員の平均年齢は44歳を超えて上昇を続けており、
仕事と介護の両立支援二ーズが局まっている。
働き方改革が目指す「個々の事情に応じ、多様な働き方
を選択できる社会」を実現するため、育児・介護休業法を
改正し、介護のための所定労働時間の短縮措置を事業主
に義務づけ、看護職はもとより、職場における仕事と介護
との両立支援の拡充を図られたい。

介護支援二ース1L対し、職場の制度整備が'む。利用促進力靖果題に。
看護職員の14人に一人(73Ψ0)が「現在介護をしている」。
就業者の年齢が上がっており、仕事と介護の両立支援は切
実な課題

【図1】家族等の介'の経τ(看職員・年階層別)
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40~50代では「介護」のために短時間勤務を利用したいという回答が多い。
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「看護職員実態調査」(2021年・速報日本看護協ム)

病院の8害仂圷介護のための短時間勤務」1こ対応済み、
4割強で利用実績ありなど、措置義務化の環境が整いつっ
ある

【図2】家族介・を行う職員に対する「所定労働時間の短縮等の措置」対応状況・
利用実績
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2.顧客等による著しい迷惑行為対策の事業主への義務
付け

労働施策総合推進法を改正し、顧客等による著しい迷惑行為
から労働者を守る対策を事業主に義務付けることにより、組
織的な対策を促進・拡充されたい。

労災(精神障害によるもの)の背景に患者の暴力・j
多くの看護職員は職場で暴力・ハラスメンNこさらされている。患者・家族等からは「身体的な攻
撃」「意に反する性的な言動」の被害が多い
【図】看護職員の「職場での暴力・ハラスメント被害経験」(最近1年間)

【暴力.ハラスメント内容】(複数回答)誰から受けたか(複数回答)
の職貝患の 同し

意に反する性的な言動 159" 26.89'06.49、071.09、0

%身体的な攻撃 3.39,'04.99"092.1%

53.79'020.49、039.5%精神的な攻撃 24.9%

85.4q'02.89、0639'0人間関係からの切り離し 14.0ツ

72.69'011.59、013.49、0過大な要求 9.5%

73.oq'04.39"09.29"0過小な要求 43%

85.49'03.89、069q'0個の侵害 4.6%

日本看護協会 2019年「病院および有床診療所における看護実態調査:病院職員調査」(n=15,026)

看護職員の労災(精神障害によるもの)請求件数が年々増加している
【表】労災(精神障害によるもの)請求件数の多い職種中分類

R2 (2020)年度. ..
' . 二.. == ..

339イ 1、一般事務274イ 1、一般事務222イ 1、一般事務1亡一般事務
141 2介護サービス116 2 1護サービス122 2営業職業従事者2営業職業従事者
123 3 健師助産師看護師96 3自動車運転従事者 1013商品販売従事者3商品販売従事者

105 4商品販売従事者99 4営業職業従事者94 4商品販売従事者4自動車運転従事者

9 5営業職業従事者93 5 健師助産師看護師 8 5 健師助産師看護師5製造・加工処理

94 6自動車運転従事者85 5自動車運転従事者6保健師助産師看護師 7 6介護サービス

フフフ;士会嵩止専Pa1哉指趙73 7」会;爵止専F餌哉業逆事74 6製造・加工処理6 1護サービス
出典「過労死等の労災補償状況」(厚生労働省)※「保健師助産師看護師」には「准看護師」を含む
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3.労働時間等設定改善指針の改正

.新たな明畄・心臓疾患の労災認定基準」(2021年9月15日適用)
が示す「負荷要因」である「勤務時間の不規貝1.生」1こ着目して、
深夜業を含む父代制勤務に従事する労働者の健康確保対策に
つぃて検討し、以下の項目について労働時間等設定改善指針
に追加されたい。

夜勤の回数(3交代制勤務で月8回以内)

長時間夜勤の回避(1回の夜勤の長さは13時間以内)

勤務間インターバルの確保(勤務間インターバル11時間以上、1回の夜
勤後おおむね24時間以上、2回連続夜勤後おおむね48時間以上の休息
確保)

仮眠の確保、仮眠環境の整備(仮眠室(個室)を確保)
※「看護職の夜勤交代制勤務に関するガイドライン」(日本看護協会)

1)勤務時間の不規貝1.性1一着目しナ・新たな指針が必要

労働者災害補償保険法に基づく脳・心臓疾患による労災認定基準(2021年9月15日適用)

「業務の過重性」の要素

(ア)労働時間 1●拘束時間の長い勤務:
(イ)勤務時間の不規則性+●休日のない連続勤務 1
(ウ)事業場外における 1●勤務占インターバルが1
移動を伴う業務 1短い勤務
(エ)心理的負荷を伴う業務
(オ)身体的負荷を伴う業務
仂)作業環境

2)看護職員の夜勤環境~短

【図1】最も短い勤務間インターバル(R2年6月実績)
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【出典】令和2年度医療分野の勤務環境改善マネジメントシス
テムに基づく医療機関の取組に対する支援の充実を図るための
調査.研究(厚生労働省)~医療機関アンケート調査結果(看
護職員調査)

【負荷評価の観点】

おおむね11時間未満の勤務の有無、時間数、
歩頁度、連続性等

交替制勤務における予定された始業・終業時刻の
はちっきの程度、勤務のために夜間に十分な睡眠
がとれない程度(勤務の時間帯や深夜時間帯の
勤務の捌妾・連続性)、一勤務中の休憩の時間数
及び回数、休憩や仮眠施設の状況(広さ、空調、
騒音等)

ーバル、不十分な仮眠施設
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【図2】看護職員の仮眠環境(病院)
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【出典】2019年病院および有床診療所ILおける看護実態調査(日本看護協会
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